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二
八
〇

長
藍
宗
蹟

に

つ
い
て

近

藤

良

一

現
存
最
古
の
清
規
で
あ
る
輝
苑
清
規
の
編
者
長
藍
宗
蹟
は
、
樂
邦
文

類
の
編
者
宗
曉
が
蓮
宗
五
租
の
地
位
を
彼
に
與
え
て
以
來
浄
土
思
想
家

と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
然
し
彼
の
傳
記

・
思
想
及
び
輝
苑
清
規
と
百

丈
清
規

の
關
連
等
に
就
い
て
は
不
明
な
貼
が
少
く
な

い
。
と
り
わ
け
百

丈
清
規
と
輝
苑
清
規
に
關
し
て
は
、
繹
苑
清
規
巻
四

・
巻
七
の
念
佛
の

規
定
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
、
そ
れ
が
百
丈
清
規
に
依
櫨
し
て
い
る
も

の
か
、

そ
れ
と
も
宗
蹟
が
浄
土
往
生
思
想
を
有
し
て
い
た
が
爲
の
も
の

か
、
或

い
は
當
時
の
肚
會
不
安
か
ら
興

つ
た
念
佛
流
行
の
風
潮
が
叢
林

に
迄
侵
透
し
た
結
果
な
の
か
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
事
に
關

し
て
は
、
百
丈
清
規

の
原
型
、
百
丈
と
浮
土
思
想
の
關
係
等
が
究
明
さ

れ
な
け
れ
ば
断
定
す
る
課
に
は
い
か
な
い
。
本
論
は
こ
れ
ら
の
問
題
解

明
の

一
段
階
と
し
て
宗
蹟
に
關
し

一
、
二
不
明
な
鮎
を
考
究
し
、
次
に

彼
の
輝
思
想
と
浄
土
思
想
の
關
係
を
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

宗
蹟
を
め
ぐ
る
問
題
貼
の
第

一
は
、
諸
文
鰍
に
散
見
さ
れ
る
宗
願
と

云
う
名

が
、
誤
爲

・
誤
植
に
よ
る
も
の
か
、
誤
爲

・
誤
植
と
す
れ
ば
ど

ち
ら
が
正
し
い
の
か
、
或

い
は
別
人
で
あ
る
の
か
、
と
云
う
問
題
で
あ

る
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
こ
れ
は

「蹟
」
が
正
し

く
、
「
願
」
は

誤
爲
或
い
は
誤
植
で
あ
る
と
到
断
出
來
る
。
そ

の
第

一
の
根
撮
は
、
彼

に
關
す
る
資
料
中

「
蹟
」
が
歴
倒
的
多
教
で
あ
る
事
。
就
中
繹
宗
系
資

料
は

「蹟
」
で
統

一
さ
れ
て
い
る
事
。
第
二
の
根
櫨
は
、
資
料
の
検
討

の
結
果
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
師
ち
建
中
靖

國
績
燈
録
巻

一
八

は

「
眞
定
府
洪
濟
輝
院
宗
蹟
揮
師
L
と
し
て
行
李

・
法
語
を
牧
録
し
て
い

る
が
、
こ
の
目
録
は

「
宗
願
」
と
な
つ
て
い
る
。
又
観
無
量
壽
佛
経
序

(樂
邦
文
類
巻
二
)
を
見
る
と
、
大
正
藏
所
牧
の
も
の
は
目
録

・
本
文
共

「願
」
と
し
て
は
い
る
が
浄
土
宗
全
書
で
は
と
も
に

「
蹟
」
と
し
、
更

に
卍
績
藏
で
は
本
文
に

「
願
」
と
し
な
が
ら
目
録
に

「
蹟
」
と
し
て
い

る
。
同
様
の
事
が
樂
邦
文
類
巻
三
所
牧
の
蓮
宗

五
大
法
師
傳
と
蓮
宗
寳

鑑
巻
四
の
彼
の
傳
記
に
も
見
ら
れ
る
。
以
上
は
蹟
と
願
が
誤
爲
か
誤
殖

に
起
因
す
る
と
の
論
檬
で
あ
る
が
、
次
に
樂
邦
遺
稿
巻
下
に
牧
録
さ
れ

て
い
る
龍
錆
浄
土
文
か
ら
の
引
用
文
を
見
る
と
、
願
は
蹟
の
誤
り
で
あ

る
事
が
到
明
す
る
。
部
ち
大
正
藏

・
卍
績
藏

は

「願
」
と
し

て
い
る

が
、
浄
土
宗
全
書
は

「
蹟
」

と
な
つ
て
お
り
、
更
に
原
典
た
る
龍
請
浄
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土
文
の
諮
當
箇
所
は
、
大
正
藏

・
浄
土
宗
全
書
共
に

「蹟
」
と
な
つ
て

い
る
事
。
以
上
の
事
を
総
合
す
る
と

「願
」
は

「蹟
」
の
誤
り
で
あ
る

と
云
え
よ
う
。

攻
に
出
生
地
に
つ
い
て
で
あ
る
。
浄
土
敢
系
の
諸
先
學
は
圭
に

「裏

陽
人
」

と
な
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
蓮
宗
寳
鑑
巻
四
の
記
載
に

接

つ
て
い
る
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
こ
の
書
は
元
代

(
一
三
〇
五
年
)
に

成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
又
宗
蹟
に
關
す
る
記
述
の
多
く
は
龍
欝
浄
土

文
、
樂
邦
文
類
に
依
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
嚢
陽
出
身
説
は

何
に
根
振

を
求
め
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
彼
の
在

(
2
)

世
時
に
成
立
し
、
從
つ
て
彼
に
關
し
て
は
最
も
信
頼
す
べ
き
資
料
の

一

つ
と
云
え
る
建
中
靖
國
績
燈
録
は

「洛
州
永
年
人
」
と
記
し
て
お
り
、

こ
の
記
述
の
方
が
信
頼
で
き
る
と
云
え
よ
う
。

以
上
宗
蹟
に
つ
い
て
不
明
な
貼
を
考
究
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
輝

者
と
し

て
の
宗
蹟

・
當
時
の
叢
林
が

「
少
林
消
息
巳
是
刎
肉
成
瘡
百
丈

規
縄
可
謂
新
篠
特
地
而
況
叢
林
蔓
衛
轄
見
不
堪
」
(輝
苑
清
規
序
)
と
慨

嘆
し
て
暉

苑
清
規
の
如
き
綿
密
な
清
規
を
編
纂
し
た
、
或
る
意
味
で
は

當
時
の
繹
者
と
し
て
最
も
傑
出
せ
る
者
の
一
人
と
も
云
い
得
る
宗
蹟
に

於
て
、
浄
土
思
想
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
り
、
又
そ
れ
は
彼
の
繹
思
想

と
ど
の
様
な
關
係
に
於
て
把
握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

宗
蹟
の
浄
土
思
想
は
、
他
の
輝
系
浄
土
井
習
者
と
比
す
る
場
合
特
質

と
し
て
取
り
上
ぐ
る
も

の
は
あ
ま
り
な
い
の
で
あ
る
が
、
構
名
念
佛
の

(3
)

勧
稽
、
西

方
浄
土
と
唯
心
浮
土
と
の

一
膿
化
を
特
色
と
し

て
學
げ
得
よ

う
。
構
名
念
佛
の
渤
構
に
つ
い
て
は
、
勧
念
佛
碩

(樂
邦
文
類
巻
五
)
を

(5
)

作
製
し
た
事
、
勧
参
輝
人
兼
修
浮
土

(龍
鶯
浮
土
文
巻
十

一
)
に

「
率
大

海
衆
。
各
念
阿
彌
陀
佛
。

百
聲
千
聲
乃
至
萬
聲
。
同
向
同
縁
願
生
彼

國
」
、
念
佛
防
退
方
便
文

(樂
邦
文
類
巻
二
)
に

「
念
阿
彌
陀
佛
。

或
百

聲
千
聲
乃
至
萬
聲
。
廻
願
往
生
西
方
浄
土
」
等

と
述
べ
て
い
る
所
か
ら

窺
え
よ
う
。

こ
の
様
に
宗
蹟
は
稻
名
を
西
方
浄
土
往
生
の
根
本
業
因
と

な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
彼
は
唯
心
圭
義
の
立
場
か
ら
西
方
浄

土
と
唯
心
浄
土
と
を

一
致
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
勧
念
佛

頗
に

「
極
樂
不
離
眞
法
界
。
彌
陀
印
是
自
心
王
」
と
、
観
無
量
壽
佛
経

序
に

「
極
樂
錐
遙
豊
離
方
寸
。
所
以
念
佛
而
即
得
見
佛
。
求
生
而
遂
能

往
生
」
と
云
い
、
更
に
渤
参
輝
人
兼
修
浮
土
で
は

「
唯
心
浄
土
自
性
彌

陀
。
蓋
解
脱
之
要
門
」
と
述
べ
て
い
る
所
か
ら
謹
せ
ら
れ
る
。
所
で
宗

蹟
の
浄
土
往
生
禮
讃
は
必
然
的
に
念
佛
の
功
徳
力
の
禮
讃
、
浄
土
の
多

樂
で
あ
る
事
の
立
謹
と
結
び
つ
く
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
等
は
西
方
浮
土

頚

(樂
邦
文
類
巻
五
)
、
観
無
量
壽
佛
経
序
、
勧
参
輝
人
兼
修
浄

土
等

に

於
て
繰
り
返
え
し
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
念
佛
往
生
の
稻
揚
は
念

佛
或
い
は
浄
土
が
最
勝
で
あ
る
と
の
信
仰
が
基
盤
と
な
つ
て
い
る
の
で

あ
つ
て
、
勧
参
輝
人
兼
修
浄
土
に
於
て
、
衆
人
が
娑
婆
に
耽
着
し
て
浄

土
を
願
は
な
い
事
に
つ
い
て
五
惑
を
数
え
、
結
局
浮
土
往
生
が

「
解
脱

之
要
門
。
修
行
之
捷
径
」
で
あ
る
と
述
べ
、
又

「
蓋
有
念
佛
三
昧
。
還

源
要
術
」
で
あ
る
と
も
し
る
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
浮
土
思
想
に
封
し
、
輝
思
想
の
特
徴
は
、
行
持
綿
密
と

長
藍
宗
蹟
に

つ
い
て

(
近

藤
)
 

二
八

一
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長
藍
宗
曖

に
つ
い
て

(
近

藤
)
 

二
八

二

輝
定
力

の
強
調
と
云
う
鮎
に
存
す
る
。
彼
の
行
持
が
綿
密
で
あ
つ
た
事

は
、
輝
苑
清
規
と
云
う
軍
に
行
持
作
法
の
嚴
密
な
規
定
ば
か
り
で
な
く
、

亀
鏡
文
・
自
警
文
・百
二
十
間
な
ど
敏
誠
と
も
云
う
べ
き
も
の
を
も
抱
懐

せ
る
清
規
を
編
述
し
て
い
る
所
か
ら
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
行

持
尊
重
は
、
繹
定
が
諸
修
行
中
最
尊
な
る
も
の
で
、
し
か
も
そ
れ
は
集
團

生
活
た
る
輝
林
に
於
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
信
念
が
裏
付

け
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
輝
苑
清
規
坐
輝
儀
の
中
で
彼
は
云
う
。

「若
得
繹
定
其
力
最
勝
…
…
坐

繹
乃
安
樂
法
門
…
…
夫
繹
定

一
門
最
爲

急
務
若
不
安
繹
静
慮
到
這
裏
総
須
荘
然
…
…
坐

睨
立
亡
須
愚
定
力
」
と
。

こ
の
信
念
が
「
超
凡
越
聖
必
假
静
縁
」或
い
は

「
(圓
豊
経
云
)
無
碍
清
浄

慧
皆
依
輝
定
」
と
云
う
理
論
的
根
撮
と
相
侯
つ
て
「
一
切
時
中
常
作
方
便

護
持
定
力
」
と
定
力
の
護
持
を
張
調
し
、

か
く
す
る
事
が
「幸
琿
復
友
三

斯
文
自
利
利
陀
同
成
正
畳
」
と
衆
信
に
こ
の
輝
苑
清
規
の
護
持
を
要
請

す
る
事

へ
と
展
開
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
定
力
を
最
勝

と
し
、
言

わ
ば
定
力
獲
得
の
手
段
と
し
て
の
坐
輝
を
強
調
す
る
思
想
と

上
述
し
た
念
佛
を
稻
讃
す
る
言
句
と
を
比
較
す
る
時
、
教
化
の
封
象
の

相
違
等
の
理
由
は
學
げ
う
る
に
し
て
も
、

一
見
矛
盾
と
も
云
得
る
も
の

を
内
藏
し

て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
事
は
輝
定
と
念
佛
と
は
共
に

解
脱

へ
の
道
で
あ
る
と
の
見
解
に
基
づ
く
も
の
と
見
る
事
が
で
き
る
。

念
佛
廻
向
獲
願
文

(樂
邦
文
類
巻
二
)
に

「
以
至
誠

心
構
佛
名
號
…
…

臨
命
終
時
無
諸
障
難
…
…
身

無
痛
苦
心
不
顛
倒
身
心
安
樂
如
入
繹
定
」

と
あ
る
鮎
、
或
い
は
念
佛
参
琿
求
宗
旨
説

(蓮
宗
寳
鑑
巻
三
)
で
は

「
念

法
錐
二
門
、
理
同

一
致
…
…
是

故
念
佛
、
参
琿
不

擬
念
佛
、
佛
不
礫
参
繹

参
繹
求
宗
旨
、
漢
山
錐
異
雲
月
是
同
L
と
述
べ
て
い
る
見
解
に
基
づ
く
も

の
と
云
え
よ
う
。
然
し
な
が
ら
宗
蹟
が
揮
定
と
念
佛
と
を
全
く
同
位
に

置
き
、
そ
れ
等
の
關
係
を
優
劣
な
き
も
の
と
見
倣
し
て
い
た
か
に
つ
い

て
は
疑
問
が
残
る
。
そ
の

一
つ
は
彼
の
思
想
信
仰
の
攣
化
と
云
う
貼
に

存
す
る
の
で
あ
つ
て
、
彼
の
輝
に
於
け
る
思
想

・
行
實
を
最
も
良
く
表

明
し
て
い
る
暉
苑
清
規
の
編
集
は
崇
寧
二
年

(
一
一
〇
三
年
)
の
事
で
あ

る
。

こ
れ
に
封
し
て
浄
土
思
想
を
高
揚
す
る
文
鰍
の
成
立
は
、
繹
氏
稽

ね

古
略
巻
四
等
に
猿
る
と
、
元
祐
四
年

(
一
〇
八
九
年
)
に
蓮
華
勝
會
を
結

ん
で
普
く
道
俗
に
念
佛
を
勧
進
し
た
と
あ
り
、
從

つ
て
こ
の
頃
を
中
心

に
浮
土
を
宣
揚
す
る
文
書
が
成
立
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
で

き
る
の
で
あ
る
。
又
渤
参
繹
人
兼
修
浄
土
の

一
文
が
、
樂
邦
文
類
に
あ

る
如
く
蓮
華
勝
會
録
文
が
正
し

い
の
で
あ
る
な

ら
ば
、
こ
の
文
の
書
か

れ
た
の
も
蓮
華
勝
會
を
設
立
し
た
時
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

こ
う
見
て

く
る
ど
、

一
時
は
會
下
の
衆
信
に
も
浄
土
の
兼
修
を
勧
進
し
た
が
、
後

に
は
念
佛
よ
り
輝
の
比
重
が
大
き
く
な
つ
た
と
見
る
事
が
出
來
る
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
で
は
宗
蹟
の
事
蹟

に
關
し
て
年
代
的
に
明

か
な
資
料
が
他
に
見
當
ら
な
い
の
で
、
以
上
の
事
は
あ
く
ま
で
も
推
論

の
域
を
出
な
い
。
疑
問
の
第
二
は
、
浄
土
信
仰
を
勧
讃
し
て
い
る
文
章

中
に
さ
え
、
念
佛
を
灘
の
爲
の
方
便
と
し
て
い
る
如
き
言
句
の
存
す
る

事
で
あ
る
。
邸
ち
勧
参
輝
人
兼
修
浄
土
に

「
以
初
心
入
道
忍
力
未
淳
。

須
託
浄
縁
以
爲
増
上
」
と
云
い
、
そ
の
理
由
と
し
て
初
心
入
道
者
に
は
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「
諸
魔
境
競
作
憶
齪
行
人
」
す
る
が

「極
樂
世
界
大
光
明
中
決
無
魔
事
」

と
し
て
い
る
所
か
ら
、
定
力
を
獲
得
す
る
に
至
ら
な
い
初
心
者
に
は
、

魔
境
等
を
経
瞼
せ
ず
に
濟
む
澤
土
信
仰
を
奨
働
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
又
同
文
中
に

「
修
行
縁
具
無
若
西
方
」
と
云
い
、
更
に
暉
苑
清
規

巻
四
に

「
若
非
道
眼
精
明
並
渤
令
專
念
阿
彌
陀
佛
所
生
浮
土
」
と
述
べ

て
い
る
黙

か
ら
考
察
す
る
と
、
初
機
の
者
が
あ
る
程
度
佛
道
修
行
に
習

熟
す
る
爲

に
、
換
言
す
れ
ば

「
道
高
魔
盛
」
(揮
苑
清
規
坐
暉
儀
)
な
輝
修

行

へ
の
入
門
の
一
方
法
と
し
て
念
佛
を
勧
讃
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
疑
問
の
一
、
二
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
宗
蹟
に
於
け
る
浄
土

思
想
は
、
参
繹
に
よ
る
よ
り
高
次
の
段
階
に
到
る

一
つ
の
道
程
と
し
て

把
握
す
る

の
が
要
當
で
あ
つ
て
、
究
極
的
に
は
揮
苑
清
規
に
規
定
さ
れ

て
い

る
如
き
綿
密
な
る
行
持
を
逡
守
す
る
叢
林
に
料
て
、
坐
暉
に
ょ
る

定
力
の
獲
得
に
ょ
つ
て
、
究
極
的
安
立
に
到
達
す
る
事
を
求
め
て
い
た

と
見
る
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
如
く
、
宗
蹟
に
於
い
て
浄
土
思
想
は
、
輝
思
想
と
封
等
の
地

位
を
占
め
て
い
た
の
で
は
な
く
、
念
佛
は
暉
定
に
よ
る
高
度
の
目
標
に

到
る

一
つ
の
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
に
過
き
な
い
、
と
そ
の
間

の
關
係
を
把
握
す
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
鮎
永
明
延
壽
で
萬

行
中
に
繹
も
念
佛
も
蹄
入
せ
し
め
て
、
そ
の
す
べ
て
を
修
し
た
の
と
は

根
本
的
に
異

つ
て
い
る
と
云
う
事
が
で
き
ょ
う
。

最
後
に
百
丈
清
規

と
も
關
連
し
て
く
る
事
で
あ
る
が
、
輝
苑
清
規
の

敏

思

想

家
、

就

中

天

台

系

の
浄

土
井

習

念

佛

の
規

定

に

は
、

他

の
浮

土

者

天

竺
尊

式

の
影

響

が

見

受

け

ら

れ

る

よ

う

で

あ

る
。

こ

の
事

に
關

し

て

は
別

の
機

會

に
論

究

し

た

い
。

1

彼

に
關
す

る
資
料

の
代
表
的
な
も

の
は
次

の
如
き
も
の
で
あ

る
。
爾

以
下

の
論
謹

に
必
要
な
書

の
み
出
接

を
示
す
事

と
す
渇
。
建

中
靖
國
績
燈
録

(
卍
績

二

・
乙

・
九

・
二
)
、
嘉
泰
普
燈
録
、

五
燈
會
元
、

五
燈
嚴
統
、

龍
箭

浄

土
文

(
大
正

四
七
、
卍
績
二

・
一
二

・
四
、

浮
全

六
)
、
樂

邦
文

類

(
大

正

四
七
、
卍
績

二

・

一
二

・
五
、

浄
全
六
)
、
樂

邦
遺
稿

(
同
上
)
、
魔

山
蓮

宗
寳
鑑

(
大
正

四
七
、
卍

績
二

・
一
三

・
一
)
、浄

土
聖
賢

録
、
澤

土
指
臨

集
、

佛

組
統

記
、
繹
氏
稽
古
略
、

繹
苑
清
規

2

宗
蹟

の
生
没

は
共

に
不
明

で
あ
る
が
、
後

に
途

べ
る
如
く
潭

苑
清
規

は

一
一
〇

三
年

に
成

つ
て
い
る
。
し
か
る
に
建
中
靖
國
績
燈
録
が
成

立
し
た

の
は

一
一
〇

一
年

で
あ
る
か
ら
、
彼

の
在
世
中
に
成
立
し
た
も

の
で
あ
る
事

は
間
違

い
な

い
で
あ
ろ
う
。

3

稻
名
念
佛

の
勧

構
は
、

幻
佳
清
規

の
編
者
中

峰

明

本

に

も

見

ら

れ

る
。4

こ
れ
は
、

永
明
延
壽

の
思
想

の
流

れ
を
汲

む
も

の
と
云
え
る
。

5

同
文
が
樂
邦
文
類
巻

二
に
は
蓮
華
勝
會
録
文

と
し

て
牧
録
さ
れ

て
い

る
。6

大
正
四
九

・
八
七
七
b

長
藍
宗
磧
に

つ
い
て

(
近

藤
)

二
八
三
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